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P−334　再発卵巣癌長期生 存例の 検討

筑波 大

小 倉博：子，角 田　肇，野 末彰 子，杉 本 雅樹 ，市川 喜仁，西 田 正 人

【凵的】予後不良 と考 え られ て い る再発卵巣癌 の 長 期生存例 を検討す る こ とに よ り，再発 卵 巣癌 の 治療方針 を探 る．【方法】対

象 は19841ti以 降1998年まで に 当院で 組織学的に 診断治療 さ れ た LPM を含む 上 皮性卵巣癌 183例 の うち，初 回治療時 の Second

Look　Operationある い は 1出i像と腫瘍マ ーカーに よ り厳密 に寛解 と診断された もの の ，その 後再発 した 50例 （27．3％）で ある．
こ の うち ， 再発後 3年以 L生 存 した 14症 例 に つ い て 再 発 様式 ， 治 療 法 な ど に つ い て 検討 し た，賊 績】再発 卵巣癌 50例 の 平 均 生

存期問 は52．1± 35．3 ヵ 月，再 発 後 平均 生存期 間 は25．8圭 14．3ヵ 月 で あ っ た．こ れ ら50症 例 の 再発 まで の 期間 と再発後 の 生存期 間

に 相関 は 認め られ なか っ た （R2− 0．（）073＞．再発後，艮期生 存 した 14＆gに 限 っ て も両期間に 相関は な か っ た．再 発巣を 完全 摘 出

で きた症例 は長期生存例14例ig　9例，それ以外 の 症例で は36例中 5例 と長期生存例 で 再発巣を完全摘出で きた症例が有意 に

多か っ た （p ＜0．Ol）．また ， 現在無病生存して い る 3例 は全 て 完全摘出例 で あ っ た ．鎖骨 上 リ ン パ 節転移 2 例を含む 3 例で 外

照射が 有効で あ っ た。腹 腔内播種 を来 した 4 例 中 3 例 は CDDP に再 度 反 応 した．【結 論】
．一・

般 的 に，再発 まで の 期 問 が 長 い ほ

ど プ ラ チ ナ 感受性 で 予後 良 好 と 言わ れ て い る が，今 回 の 検 討か ら，再 発 卵 巣 癌の 治 療 上 重 要 な こ と は プ ラ チ ナ 感 受 性 よ りも，
再発腫瘍を完全摘勘で きる か ど うか に ある こ とが 明か とな っ た．

P−335　化学療法時の 感染症予防 に与 える G−CSF，　M −CSF の 効果に つ い て

富 1．L「医 薬 大

日高隆 雄 ， 津田　博， 藤村 正 樹 ， 山 川 義寛 ， 斎藤　滋

【目的】化学療法 （化療〉時の 感染症予防 に
厂i’える G−CSF （G）お よび MCSF （M ）の 効果 を実証する た め に マ ウ ス 骨髄抑制

モ デ ル を用 い た 基礎的 検討お よ び 化療時の 感染症発症例 を対象 と し た 臨床的検討を 行 っ た。【方法】C3H マ ウ ス に MMC （9

mg ／kg）を投 ワ した MMC 群 ， 同 マ ウ ス に化療 翌 日よ り G また は M を 7 凵問投与す る G 群，　M 群お よ び対照群 の 4群 に分 け ，

生 存率 を検討 し，同時 に，化療前，後 の 顆粒 球活性 酸 素産生 能 （殺 菌 能）を fiow　cytometry （平均 蛍光 強 度）で 検 討 した．ま

た，化療時の 感染症発症 〔（Gradc3以 上 の 顆粒球減少か つ 38℃ 以上 の 発熱か つ CRP （2mg ／dl以 上 ）上 昇〕7例に対 して 次 コ ー

ス （同
・
レ ジ メ ン ）翌 H よ り M （8〔｝O万 単位／日）を 7 日間投 与し，両 コ ース に お け る 38℃ 以 上 の 発熱，CRP2mg ／dl以 1：の 持

続 ［j数 ， さ ら に こ の 7 症 例 を含 む 16症 例 につ い て 化 療前 ， 化療後 7 日の 殺藤能 を検討 した．【成績】（マ ウス モ デ ル ）1）マ ウ ス

生 存率 は M 群 （77．8％ ）で は MMC 群 （52．8％ ）に比 し有意 に 改 善 され たが，　 G 群 （63．9％ ） で は改 善 され なか っ た．2）顆粒

球数は G 群 は M 群 に比 して も有慧 に増加 した．3）化療 に よ り著 し く低下 した殺薩能 （3．8　±　1．8）は ， G に よ り軽度上 昇 した

が （1L7 ± 7．3），M で は （50．3 ± 35．7）と著明に 改善 した。（臨床成績）1）化療後感染症 を 呈 した 7 例で は，化療後 7 日の 殺菌

能が 前 値 に比 し， 30．9％ の 減少 を認 め た が ， 非感染例 で は lo「．O％ の 減少に 留まっ て い た．2）M の 使用 に よ り殺菌能 は化療後

7 目 も全 く低 下せ ず，発 熱，CRP 上 昇 の 持 続 日数 も前 回 に比 し有 意 に短 縮 した．【結 論 ］M の 使用 に よ り化 療 後低 ドした 顆粒 球

殺菌能が 有意 に 改善 され，感染症 発症 を 予防す る こ とが マ ウ ス モ デ ル お よび ヒ トに お い て 示 され た．

P・．336　卵巣癌治療関連自血 病の 1例

佐賀
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江 冂 博敏，松尾　剛，萩尾洋介

2次性白血病は悪 性腫瘍の 治療後 に発症す る 白ln［病 で ， 197〔〕年代 に 報告 され て以 来， 増加して きて い る．今回我 々 は ， 卵巣癌

治療後 に 発 症 した 2 次性 自1血病 を経 験 した。症 例 は，ユ992年 8 月 に卵巣未熟奇形腫 Ib期 の 診断で 手術 ＋ 化学療法 （pepleo・

mycin ＋ etoposidc ＋ carboptatin ）を行 っ た．2000年 2 月 よ り悪寒，歯肉幽血 が あ り内科受診 ， 皮膚 に点状 出 1血L斑 ， 眼 瞼結膜 は

貧血 様で ，口 腔内 に 出血 を認 め た n 汎 睡理球 減少 を呈 し て お り，骨髄液検 査 は ，有核細胞数の 著明な 増加，細 胞 も骨 髄 芽 球が 異

常 に増 加 し ， 顆 粒 に富 み ， 前骨髄芽球様 で，ペ ル オ キ シ ダ
ー

ビ 強陽性，Auer小体陽性 で 急性骨髄性 白血病 （AML ）FAB

分 類 M3 と 診断 した．分 化誘導療法 を開 始 し たが，　 DlC の た め脳内出血 を来 た し死亡 した．2次性 白血病 は起因薬剤 に よ り2
つ に分類 され，タ イ プ1は ア ル キ ル 化剤 に 関連 する もの

， タイ ブ2は トポ イ ソ メ ラービ TI阻 害剤 に 関 連 する ．今 回 の 症 例 に 闃

し て は，エ トポ シ ドの 使用，染色 体検査 で 転座 型 の 異常が 認め られ た こ と よ りタ イ プ2と判 断 した．治療に 反応 せ ず急 激 な 転

帰 と な っ たが，抗 HLA 抗体陽姓で DIC の コ ン トロ
ー

ル が付 か なか っ た こ とが死因 とな っ た と 考え られ た．潜伏期 は，2〜3

年と 言われ て い るが 今 回の よ うに治療後 7 年経過して か らの 発症 もあ り得 る と考えられた．悪性腫瘍 に対す協 集学的治療 の

進歩 に よ る癌患者の 長期生 存例の 増加 に よ り，2次性白血 病 の 発症 が今後増加す る もの と思 わ れ る．集学的治療を行 う際 ，
2

次性白血 病の 発症の 可能性が あ る こ と を考慮 し，外来管理 す る 必 要が あ る と考 え られ た．
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